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（その他） 

・成長段階や個人差にも対応できる、きめ細やかな施策が必要である。 

・地域で親亡き後も生活していけるよう、地域に支えてもらい、自分もできる活動や仕事を見つ

け周りの方に認めてもらい生活できるような社会にしたい。 

 

【精神障害者】 

（相談支援・情報提供） 

・相談先をわかりやすくして欲しい。窓口の１本化 

・わかりやすく制度の説明をしてほしい。 

（サービスの利用・内容） 

・職員ではなく、障害者が利用しやすいように、手続き書類の最適化を図る。 

・グループホームの増設 

・障害特性に合った多様なグループホームの整備 

・精神と知的障害の両方の障害を合わせ持つ障害者に対する専門性の高いサービス 

（就労支援） 

・レインボーワークなど就労支援策の充実 

（社会参加・地域支援） 

・エレベーターや障害者が使用できるトイレの充実 

・法人後見制度の推進 

（介護者・親への支援） 

・家族を支え、導く支援が必要 

（制度・利用者負担等） 

・各種制度における所得制限の撤廃 

 

【難病患者】 

（サービスの利用・内容） 

・介助者の病気や緊急時などに預けることのできる場所の充実 

（社会参加・地域支援） 

・バリアフリー化の推進 

（その他） 

・親がいなくなった時に一人でやっていけるか心配 

 

【施設入所者】 

（就労支援） 

・軽度の障害者の人の雇用の場をもっと広く宣伝してあげてほしい。 

（その他） 

・子どもが人の親になった時を想像し、学校における福祉教育人権教育を進める。 

 

 
 



 
 

 
 



 
 

 
 



 
 

 
 



 
 

 
 



 
 

 
 



 
 

 
 



 
 

 
 



 
 

 
 



 
 

 
 



 
 

 
 



 
 

 
 



 
 

 
 



 
 

 
 



 
 

 
 



 
 

 
 



 
 

 
 



 
 

 
 



 
 

 
 



 
 

 
 



 
 

 
 



 
 

 

 

 



 
 

 

 

 



 
 

 
 



 
 

 
 



 
 

 
 



 
 

 
 



 
 

   

 



 
 

   

 



 
 

 
 



 
 

 
 



 
 

 
 



 
 

 
 



 
 

 
 



 
 

 
 



 
 

 
 



 
 

 
 




